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●
は
じ
め
に

エ
チ
オ
ピ
ア
は
世
界
最
貧
国
の
ひ
と

つ
で
あ
る
。
世
界
銀
行
の
デ
ー
タ
で

は
、
一
人
あ
た
り
Ｇ
Ｄ
Ｐ
は
四
七
〇
ド

ル
（
二
〇
一
二
年
）
で
、
こ
れ
は
一
八

九
カ
国
中
一
八
三
位
で
あ
る
。
ま
た
、

道
路
や
電
気
、
水
道
と
い
っ
た
イ
ン
フ

ラ
ス
ト
ラ
ク
チ
ャ
ー
整
備
も
い
ま
だ
不

十
分
な
状
況
に
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
悪

条
件
の
も
と
、エ
チ
オ
ピ
ア
の
農
業
は
、

降
雨
量
が
不
安
定
で
あ
る
に
も
か
か
わ

ら
ず
天
水
依
存
で
あ
り
、
長
年
干
ば
つ

と
飢
饉
の
問
題
に
苦
し
ん
で
き
た
。

国
内
の
食
料
安
全
保
障
は
本
来
そ
の

国
の
問
題
だ
が
、
エ
チ
オ
ピ
ア
は
十
分

な
食
料
を
自
国
の
資
源
の
み
で
確
保
す

る
こ
と
が
で
き
ず
に
ド
ナ
ー
か
ら
の
援

助
に
依
存
し
て
き
た
。
そ
の
た
め
、
エ

チ
オ
ピ
ア
の
食
料
安
全
保
障
政
策
は
、

外
国
や
国
際
機
関
の
援
助
方
針
か
ら
大

き
な
影
響
受
け
て
き
た
。
特
に
一
九
八

四
〜
八
五
年
の
大
飢
饉
以
降
、
海
外
か

ら
の
食
料
援
助
は
急
増
し
、
大
干
ば
つ

の
あ
っ
た
一
九
九
二
年
に
は
、
そ
の
年

の
ア
フ
リ
カ
へ
の
食
料
援
助
の
二
五
％

が
エ
チ
オ
ピ
ア
向
け
だ
っ
た
と
い
わ
れ

る
（
参
考
文
献
①
）。

●
エ
チ
オ
ピ
ア
に
お
け
る
Ｆ
Ｆ
Ｗ
／

Ｃ
Ｆ
Ｗ
の
歴
史

エ
チ
オ
ピ
ア
へ
の
国
際
食
料
援
助

は
、
飢
饉
の
被
害
が
沈
静
化
す
る
と
と

も
に
、
飢
饉
再
発
防
止
の
た
め
の
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
へ
と
方
向
転
換
し
て
い
く
傾

向
に
あ
る
。
一
九
八
四
〜
八
五
年
の
大

飢
饉
の
後
も
、
多
く
の
国
際
援
助
は
緊

急
の
無
償
食
糧
支
援
か
ら
、
公
共
事
業

へ
の
労
働
提
供
と
引
き
換
え
に
食
料
や

現
金
を
給
付
す
る
フ
ー
ド
・
フ
ォ
ー
・

ワ
ー
ク
（
Ｆ
Ｆ
Ｗ
）
や
キ
ャ
ッ
シ
ュ
・

フ
ォ
ー
・
ワ
ー
ク
（
Ｃ
Ｆ
Ｗ
）
へ
と
移

行
し
て
い
っ
た
。

無
条
件
に
食
料
や
現
金
を
給
付
す
る

の
で
は
な
く
、
公
共
事
業
に
参
加
し
て

食
料
や
現
金
を
得
る
こ
と
で
世
帯
レ
ベ

ル
の
資
産
の
消
耗
を
防
ぐ
と
と
も
に
、

住
民
参
加
の
公
共
事
業
に
よ
っ
て
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
レ
ベ
ル
の
資
産
を
創
出

す
る
こ
と
が
、
Ｆ
Ｆ
Ｗ
／
Ｃ
Ｆ
Ｗ
の
眼

目
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
公
共
事
業
を

通
し
て
長
期
的
な
環
境
改
善
を
図
り
、

飢
饉
再
発
の
予
防
を
め
ざ
し
て
い
る
。

ま
た
、
Ｆ
Ｆ
Ｗ
／
Ｃ
Ｆ
Ｗ
は
、
給
付

の
効
率
向
上
に
も
有
効
で
あ
る
と
さ
れ

て
お
り
、
国
際
援
助
機
関
は
効
率
的
な

政
策
ア
イ
デ
ィ
ア
と
し
て
Ｆ
Ｆ
Ｗ
／
Ｃ

Ｆ
Ｗ
に
注
目
し
て
い
る
。
労
働
の
対
価

と
し
て
食
料
や
現
金
を
給
付
す
る
Ｆ
Ｆ

Ｗ
／
Ｃ
Ｆ
Ｗ
で
は
、
給
付
を
市
場
の
賃

金
よ
り
も
低
く
設
定
す
る
の
が
ふ
つ
う

で
あ
る
。
そ
の
結
果
、
通
常
で
は
就
業

で
き
な
い
人
の
み
が
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
参

加
す
る
こ
と
に
な
り
、
給
付
者
の
ス
ク

リ
ー
ニ
ン
グ
を
期
待
で
き
る
。

従
来
の
Ｆ
Ｆ
Ｗ
／
Ｃ
Ｆ
Ｗ
の
ほ
と
ん

ど
は
、
国
際
機
関
や
各
国
ド
ナ
ー
が
、

個
別
に
エ
チ
オ
ピ
ア
政
府
と
共
同
で
実

施
し
て
き
た
。
記
録
に
残
っ
て
い
る
も

の
の
な
か
で
は
、
大
飢
饉
の
あ
っ
た
一

九
七
二
年
に
行
わ
れ
た
世
界
食
糧
計
画

（W
orld Food Program

m
e

：
Ｗ
Ｆ

Ｐ
）
主
導
の
Ｆ
Ｆ
Ｗ
が
も
っ
と
も
初
期

の
も
の
で
あ
る
。
大
規
模
な
Ｆ
Ｆ
Ｗ
が

行
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
は
、
一
九

八
〇
年
代
に
な
っ
て
か
ら
で
あ
り
、
一

九
八
二
年
に
は
、
エ
チ
オ
ピ
ア
へ
の
食

料
援
助
の
う
ち
約
半
分
が
Ｆ
Ｆ
Ｗ
に
使

わ
れ
て
い
た
と
い
う
（
参
考
文
献
②
）。

一
九
八
〇
年
か
ら
一
九
九
四
年
ま
で
続

い
た
Ｗ
Ｆ
Ｐ
主
導
の
Ｆ
Ｆ
Ｗ
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
「
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
・
エ
チ
オ
ピ
ア

二
四
八
八
」
は
、
こ
の
時
期
に
ア
フ
リ

カ
で
行
わ
れ
た
Ｆ
Ｆ
Ｗ
で
は
最
大
の
も

の
で
あ
っ
た
。

初
期
の
Ｃ
Ｆ
Ｗ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
と
し

て
は
、
一
九
八
四
〜
八
五
年
の
飢
饉
の

際
に
エ
チ
オ
ピ
ア
政
府
と
ユ
ニ
セ
フ
が

行
っ
た
キ
ャ
ッ
シ
ュ
・
フ
ォ
ー
・
フ
ー

ド
が
あ
る
。
食
料
で
は
な
く
現
金
を
支

給
し
た
の
は
、
受
益
者
が
、
輸
入
さ
れ

た
援
助
食
料
を
消
費
す
る
の
で
は
な

く
、
地
元
の
穀
物
を
購
入
す
る
こ
と
で

地
元
の
市
場
の
活
性
化
を
図
る
た
め
で

あ
っ
た
（
参
考
文
献
③
）。

食
料
給
付
と
現
金
給
付
の
ど
ち
ら
が

貧
困
層
へ
の
援
助
に
有
効
な
の
か
に
つ

い
て
は
、
長
ら
く
議
論
さ
れ
て
き
た
。

児
玉 

由
佳
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エ
チ
オ
ピ
ア
に
お
け
る

現
物･

現
金
給
付
政
策
の
変
遷

　

―
生
産
的
セ
ー
フ
テ
ィ
・
ネ
ッ
ト
・
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
中
心
に
―



食
料
給
付
の
場
合
は
、
保
存
期
限
の
あ

る
食
料
の
貯
蔵
と
配
布
の
た
め
の
輸
送

コ
ス
ト
の
問
題
が
あ
る
。
ま
た
、
無
償

の
援
助
食
料
が
地
元
の
農
業
生
産
や
商

業
分
野
と
競
合
し
て
し
ま
う
点
も
問
題

で
あ
る
。
一
方
、
現
金
を
給
付
す
る
場

合
は
、
費
用
も
少
な
く
、
そ
の
現
金
で

農
業
生
産
や
商
業
活
動
を
行
う
こ
と
も

で
き
る
う
え
に
、
必
要
に
応
じ
て
食
料

で
な
い
も
の
も
購
入
で
き
る
と
い
う
利

点
が
あ
る
。
し
か
し
、
現
金
は
男
性
に

よ
っ
て
管
理
さ
れ
る
こ
と
が
多
い
た

め
、
現
金
給
付
は
女
性
や
子
ど
も
に
裨

益
し
な
い
恐
れ
が
あ
る
。
ま
た
、
現
金

給
付
は
イ
ン
フ
レ
ー
シ
ョ
ン
に
対
し
て

脆
弱
で
あ
る
と
い
う
問
題
が
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
、
食
料
給
付
と
現
金
給

付
に
は
そ
れ
ぞ
れ
異
な
る
長
所
と
短
所

が
あ
り
、
優
劣
を
つ
け
が
た
い
。
エ
チ

オ
ピ
ア
で
も
、
後
述
の
よ
う
に
対
象
地

域
の
状
況
な
ど
を
勘
案
し
て
食
料
給
付

と
現
金
給
付
を
使
い
分
け
て
い
る
。

●
生
産
的
セ
ー
フ
テ
ィ
・
ネ
ッ
ト
・

プ
ロ
グ
ラ
ム

二
○
○
五
年
よ
り
エ
チ
オ
ピ
ア
で
始

ま
っ
た
生
産
的
セ
ー
フ
テ
ィ
・
ネ
ッ
ト
・

プ
ロ
グ
ラ
ム
（Productive Safety 

N
et Program

：
以
下
Ｐ
Ｓ
Ｎ
Ｐ
）
は
、

食
料
不
足
に
対
す
る
一
過
性
の
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
で
は
な
く
、
開
発
の
た
め
の

重
要
な
プ
ロ
グ
ラ
ム
と
い
う
位
置
づ
け

に
あ
る
点
で
、
こ
れ
ま
で
の
Ｆ
Ｆ
Ｗ
／

Ｃ
Ｆ
Ｗ
と
は
性
格
が
異
な
る
。

プ
ロ
グ
ラ
ム
は
、
干
ば
つ
危
険
地
帯

を
対
象
と
し
、
そ
の
内
容
は
、
Ｆ
Ｆ
Ｗ

／
Ｃ
Ｆ
Ｗ
と
、
無
償
の
食
料
／
現
金
給

付
の
二
つ
に
分
類
さ
れ
る
。
Ｐ
Ｓ
Ｎ
Ｐ

の
中
心
と
な
る
活
動
は
、
前
者
の
Ｆ
Ｆ

Ｗ
／
Ｃ
Ｆ
Ｗ
で
あ
り
、
八
五
％
の
資
金

が
割
り
当
て
ら
れ
て
い
る
。
残
り
の
一

五
％
は
、
高
齢
者
、
妊
産
婦
、
障
害
者
、

孤
児
な
ど
Ｆ
Ｆ
Ｗ
や
Ｃ
Ｆ
Ｗ
に
参
加
で

き
な
い
人
々
を
対
象
に
し
た
も
の
で
、

無
償
で
食
料
も
し
く
は
現
金
が
給
付
さ

れ
る
（
参
考
文
献
②
）。

●
こ
れ
ま
で
の
Ｆ
Ｆ
Ｗ
／
Ｃ
Ｆ
Ｗ

と
Ｐ
Ｓ
Ｎ
Ｐ
と
の
違
い

Ｐ
Ｓ
Ｎ
Ｐ
と
そ
れ
以
前
の
Ｆ
Ｆ
Ｗ
／

Ｃ
Ｆ
Ｗ
は
、
外
見
上
は
大
き
な
違
い
は

な
い
。
し
か
し
、
Ｐ
Ｓ
Ｎ
Ｐ
は
、
緊
急

食
料
支
援
の
延
長
線
上
に
あ
る
も
の
で

は
な
く
、
開
発
と
食
料
安
全
保
障
を
結

び
つ
け
る
新
た
な
現
物
・
現
金
給
付
政

策
と
さ
れ
る
点
が
大
き
く
異
な
る
。

そ
の
背
景
に
は
、
国
際
開
発
援
助
政

策
が
、
新
自
由
主
義
的
な
方
向
に
向

か
っ
て
い
る
な
か
で
、
現
物
・
現
金
給

付
政
策
の
性
格
が
変
容
し
て
き
て
い
る

こ
と
が
挙
げ
ら
れ
る
。
特
に
、
こ
れ
ま

で
の
Ｆ
Ｆ
Ｗ
／
Ｃ
Ｆ
Ｗ
と
比
較
す
る

と
、
活
動
資
金
の
流
れ
、
主
導
権
の
あ

る
ア
ク
タ
ー
、
そ
し
て
プ
ロ
グ
ラ
ム
自

体
の
も
つ
ア
イ
デ
ィ
ア
に
お
い
て
、
異

な
る
点
が
多
い
。

⑴
援
助
協
調

ま
ず
、
援
助
協
調
に
よ
っ
て
、
複
数

の
ド
ナ
ー
の
資
金
が
ひ
と
つ
に
ま
と
め

ら
れ
た
こ
と
は
、大
き
な
違
い
で
あ
る
。

こ
れ
ま
で
は
、
干
ば
つ
被
害
を
受
け
た

地
域
に
対
す
る
援
助
と
し
て
、
各
ド

ナ
ー
が
エ
チ
オ
ピ
ア
政
府
と
一
対
一
で

援
助
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
遂
行
し
て
き
た
。

し
か
し
、
Ｐ
Ｓ
Ｎ
Ｐ
で
は
、
関
係
機
関

に
よ
っ
て
ド
ナ
ー
会
議
が
開
か
れ
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
の
方
向
性
や
結
果
に
つ
い
て

検
討
が
行
わ
れ
た
の
ち
、
実
務
遂
行
を

エ
チ
オ
ピ
ア
政
府
に
委
ね
て
い
る
。

資
金
の
ほ
と
ん
ど
は
援
助
機
関
に
よ

る
融
資
に
よ
っ
て
賄
わ
れ
て
い
る
（
表

１
）
が
、
エ
チ
オ
ピ
ア
政
府
が
対
象
地

域
選
定
や
給
付
の
種
類
な
ど
に
決
定
権

を
も
ち
、
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
遂
行
し
て
い

く
仕
組
み
に
な
っ
て
い
る
。

こ
の
よ
う
な
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
遂
行
の

仕
組
み
は
、
対
象
地
域
に
現
金
と
食
料

の
ど
ち
ら
を
給
付
す
る
の
か
と
い
っ
た

判
断
を
地
方
の
行
政
機
関
に
ゆ
だ
ね
て

い
る
こ
と
に
も
表
れ
て
い
る
。
被
援
助

側
の
自
主
性
が
要
求
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

⑵
長
期
的
開
発
計
画
の
一
環

次
に
、
Ｐ
Ｓ
Ｎ
Ｐ
が
長
期
的
な
開
発

計
画
の
な
か
に
組
み
込
ま
れ
て
い
る
と

い
う
点
で
、
そ
の
時
々
の
天
災
か
ら
の

復
興
を
目
指
し
て
き
た
こ
れ
ま
で
の
Ｆ

Ｆ
Ｗ
／
Ｃ
Ｆ
Ｗ
と
は
目
的
が
異
な
る
。

Ｐ
Ｓ
Ｎ
Ｐ
導
入
以
前
の
エ
チ
オ
ピ
ア

政
府
は
、
食
料
安
全
保
障
政
策
に
お

（注）*1　USAID の資金は、NGO と WFP を経由して提供された。　
　　  *2　2006 年に設立された国際ドナー機関。

（出所）参考文献④。

関係機関
第1期（2005-06） 第2期（2007-09） 第3期（2010-14）

US＄（100万） （％） US＄（100万） （％） US＄（100万） （％）
繰越金 NA ― 0.0 （  0） 19.0 （  1） 
エチオピア政府 0.1 （  0） 5.6 （  1） 53.8 （  2） 
国際開発協会（IDA） 113.7 （ 29） 207.9 （ 20） 462.5 （ 21） 
イギリス国際開発部（DFID） 95.9 （ 24） 139.3 （ 14） 282.3 （ 13） 
EC 37.5 （ 10） 160.8 （ 16） 78.7 （  4） 
アイルランドAID（DCI） 21.3 （  5） 47.4 （  5） 74.3 （  3） 
アメリカ（USAID） *1 102.4 （ 26） 314.2 （ 31） 530.9 （ 24） 
カナダ国際開発庁（CIDA） 16.8 （  4） 87.4 （  8） 81.8 （  4） 
WFP 0.0 （  0） 25.1 （  2） 50.0 （  2）
スウェーデン国際開発庁（SIDA） 4.3 （  1） 29.4 （  3） 23.0 （  1） 
オランダ 0.0 （  0） 31.3 （  3） 71.3 （  3） 
防災グローバルファシリティ（GFDRR） *2 0.0 （  0） 0.3 （  0） 0.0 （  0） 
残高 0.0 （  0） 19.0 （  2） -499.7 （ -22） 

合計 391.9 （100） 1029.7 （100） 2227.3 （100） 

表１　PSNP 用融資内訳財源
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エチオピアにおける現物 ･現金給付政策の変遷 ―生産的セーフティ・ネット・プログラムを中心に―

い
て
、
干
ば
つ
や
飢
饉
を
短
期
的
な

シ
ョ
ッ
ク
と
し
て
と
ら
え
て
き
た
。
し

か
し
、
二
〇
〇
二
〜
〇
三
年
に
起
き
た

大
干
ば
つ
の
経
験
を
契
機
に
、
政
策
を

方
針
転
換
し
た
。
エ
チ
オ
ピ
ア
政
府

は
、
二
〇
〇
三
年
に
開
催
さ
れ
た
国
際

会
議
に
お
い
て
、「
初
め
て
」
公
式
に
、

干
ば
つ
な
ど
に
よ
る
食
料
不
足
は
短
期

的
な
も
の
で
は
な
く
、
長
期
的
な
問
題

で
あ
る
と
い
う
認
識
を
示
し
た
と
い
う

（
参
考
文
献
⑤
）。
二
〇
〇
五
年
に
始

ま
っ
た
Ｐ
Ｓ
Ｎ
Ｐ
は
、
こ
の
よ
う
な
政

策
転
換
を
受
け
て
、
干
ば
つ
危
険
地
帯

に
お
け
る
長
期
的
な
食
料
安
全
保
障
確

立
を
目
指
し
て
い
る
。

⑶
現
金
優
先
原
則

急
激
な
イ
ン
フ
レ
ー
シ
ョ
ン
に
よ
っ

て
若
干
修
正
さ
れ
た
が
、
Ｐ
Ｓ
Ｎ
Ｐ
で

は
基
本
的
に「
現
金
優
先
原
則
」を
採
っ

て
い
る
。
給
付
を
通
し
て
家
計
の
購
買

力
が
向
上
し
、
そ
れ
に
よ
っ
て
現
地
の

市
場
が
活
性
化
さ
れ
る
こ
と
が
期
待
さ

れ
て
い
る
。
市
場
原
理
を
通
し
た
貧
困

削
減
を
重
視
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

た
だ
し
、こ
の
原
則
は
、状
況
に
よ
っ

て
柔
軟
に
適
用
さ
れ
て
い
る
（
表
２
参

照
）。
二
〇
〇
七
年
以
降
に
進
行
し
て

い
る
イ
ン
フ
レ
ー
シ
ョ
ン
に
よ
っ
て
現

金
の
実
質
価
値
が
急
激
に
低
下
し
て
し

ま
っ
た
こ
と
で
、
現
金
よ
り
も
食
料
の

給
付
の
方
が
有
効
で
あ
る
場
合
が
多
く

な
っ
た
た
め
で
あ
る
。

⑷
人
的
資
本
育
成
と
し
て
の
公
共
事
業

公
共
事
業
参
加
の
目
的
に
つ
い
て
、

Ｐ
Ｓ
Ｎ
Ｐ
は
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
開
発
よ

り
も
、
給
付
を
通
し
た
個
人
も
し
く
は

世
帯
レ
ベ
ル
の
エ
ン
タ
イ
ト
ル
メ
ン
ト

向
上
を
重
視
し
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な

人
的
開
発
重
視
は
、
干
ば
つ
の
よ
う
な

自
然
災
害
か
ら
の
回
復
を
目
指
し
て
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
開
発
を
重
視
し
て
き
た
こ

れ
ま
で
の
方
針
と
は
異
な
る
。

エ
チ
オ
ピ
ア
政
府
は
、
二
〇
〇
九
年

に
、
農
業
開
発
省
管
轄
下
に
、
Ｐ
Ｓ
Ｎ

Ｐ
を
担
当
す
る
災
害
リ
ス
ク
管
理
食
料

安
全
保
障
部
門
（
Ｄ
Ｒ
Ｍ
Ｆ
Ｓ
Ｓ
）
を

設
立
し
た
。
Ｄ
Ｒ
Ｍ
Ｆ
Ｓ
Ｓ
で
の
聞
き

取
り
な
ど
か
ら
、
Ｐ
Ｓ
Ｎ
Ｐ
に
お
け
る

Ｆ
Ｆ
Ｗ
／
Ｃ
Ｆ
Ｗ
は
、
プ
ロ
グ
ラ
ム
参

加
に
よ
っ
て
労
働
技
術
な
ど
を
獲
得
す

る
と
い
う
人
的
資
本
育
成
が
目
的
で
あ

る
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
て
い
る
。

こ
の
点
に
つ
い
て
は
、
必
ず
し
も
肯

定
的
な
意
見
ば
か
り
で
は
な
い
。
Ｐ
Ｓ

Ｎ
Ｐ
以
前
か
ら
Ｆ
Ｆ
Ｗ
に
取
り
組
ん
で

き
た
Ｗ
Ｆ
Ｐ
の
担
当
者
は
、
Ｐ
Ｓ
Ｎ
Ｐ

に
お
け
る
Ｆ
Ｆ
Ｗ
／
Ｃ
Ｆ
Ｗ
に
対
し

て
、
生
活
基
盤
と
な
る
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

の
イ
ン
フ
ラ
向
上
や
水
資
源
改
良
の
よ

う
な
環
境
保
全
活
動
を
軽
視
し
て
い
る

と
批
判
し
て
い
る
（
参
考
文
献
⑥
）。

⑸
「
卒
業
」
前
提
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

エ
チ
オ
ピ
ア
政
府
に
と
っ
て
も
、
ド

ナ
ー
側
に
と
っ
て
も
、
Ｐ
Ｓ
Ｎ
Ｐ
は
、

食
料
安
全
保
障
政
策
が
機
能
し
経
済
成

長
に
よ
っ
て
世
帯
レ
ベ
ル
の
生
活
水
準

が
向
上
す
れ
ば
不
要
と
な
る
プ
ロ
グ
ラ

ム
と
い
う
位
置
づ
け
に
あ
る
。
参
加
者

は
、
Ｆ
Ｆ
Ｗ
や
Ｃ
Ｆ
Ｗ
を
通
じ
て
獲
得

し
た
収
入
や
技
術
・
知
識
を
活
か
す
こ

と
に
よ
っ
て
経
済
的
自
立
が
可
能
と
な

る
と
想
定
さ
れ
て
い
る
。し
た
が
っ
て
、

受
益
者
が
プ
ロ
グ
ラ
ム
か
ら
順
次
「
卒

業
」
し
て
い
く
こ
と
を
目
指
し
て
い
る

（
参
考
文
献
⑦
）。

二
〇
一
〇
／
一
一
〜
二
〇
一
四
／
一

五
年
度
を
対
象
と
し
た
エ
チ
オ
ピ
ア
政

府
の
新
五
カ
年
計
画
（T

he Grow
th 

and T
ransform

ation Plan

：
Ｇ
Ｔ

Ｐ
）
で
も
、
プ
ロ
グ
ラ
ム
対
象
者
の
段

階
的
卒
業
を
前
提
と
し
て
い
る
。
政
府

予
測
で
は
、
二
〇
〇
九
／
一
〇
年
度
の

対
象
者
七
八
〇
万
人
か
ら
、
二
〇
一
四

／
一
五
年
度
に
は
一
三
〇
万
人
ま
で
減

少
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。

エ
チ
オ
ピ
ア
政
府
は
、
Ｐ
Ｓ
Ｎ
Ｐ
と

平
行
し
て
、
Ｐ
Ｓ
Ｎ
Ｐ
「
卒
業
」
後
の

受
け
皿
と
し
て
、
マ
イ
ク
ロ
フ
ァ
イ
ナ

ン
ス
に
よ
る
自
立
支
援
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

を
行
っ
て
い
る
。

し
か
し
、
マ
イ
ク
ロ
フ
ァ
イ
ナ
ン
ス

を
利
用
す
る
た
め
に
は
、
十
分
な
収
入

を
確
保
で
き
る
経
済
活
動
に
従
事
し
て

い
る
こ
と
が
前
提
と
な
る
た
め
、
干
ば

つ
な
ど
の
被
害
を
受
け
た
地
域
の
人
々

が
現
金
／
現
物
給
付
か
ら
、
自
立
し
た

経
済
活
動
を
前
提
と
し
た
マ
イ
ク
ロ

フ
ァ
イ
ナ
ン
ス
へ
容
易
に
移
行
で
き
る

（注）* エチオピア政府の計画であり、実際の受益者とは異なる。
（出所）エチオピア政府による公式書類より。

2009/10 年度 2010/11 年度 2011/12 年度 2012/13 年度

受益者数（人） （％） 受益者数（人） （％） 受益者数（人） （％） 受益者数（人） （％）

現金のみ 1,743,992 （22） 1,307,062 （17） 1,156,038 （15） 3,512,106 （51）

食料のみ 1,702,225 （22） 3,653,767 （47） 1,352,169 （18） 1,862,800 （27）

現金・食料 4,374,786 （56） 2,787,476 （36） 5,133,861 （67） 1,514,974 （22）

合計  7,821,003 （100） 7,748,305 （100） 7,642,068 （100） 6,889,880 （100）

表 2　生産的セーフティ・ネット ･プログラムにおける受益者内訳 *
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と
考
え
る
の
は
難
し
い
。
世
界
銀
行
エ

チ
オ
ピ
ア
事
務
所
の
Ｐ
Ｓ
Ｎ
Ｐ
担
当
者

も
、
エ
チ
オ
ピ
ア
政
府
に
よ
る
性
急
な

「
卒
業
」
計
画
に
対
し
て
懸
念
を
示
し

て
い
た
。

現
在
の
と
こ
ろ
プ
ロ
グ
ラ
ム
か
ら

「
卒
業
」
で
き
た
人
々
の
数
は
政
府
の

予
測
を
下
回
っ
て
お
り
、
実
際
に
は
順

調
に
「
卒
業
」
で
き
る
対
象
者
は
予
測

以
下
に
と
ど
ま
る
と
み
ら
れ
て
い
る
。

●
お
わ
り
に

エ
チ
オ
ピ
ア
に
お
け
る
食
料
安
全
保

障
政
策
は
、
国
際
援
助
機
関
主
導
の
緊

急
食
料
支
援
か
ら
始
ま
っ
て
、各
ド
ナ
ー

が
個
別
に
エ
チ
オ
ピ
ア
政
府
と
行
う
Ｆ

Ｆ
Ｗ
や
Ｃ
Ｆ
Ｗ
へ
と
移
行
し
て
い
き
、

現
在
で
は
援
助
協
調
に
よ
っ
て
エ
チ
オ

ピ
ア
政
府
が
オ
ー
ナ
ー
シ
ッ
プ
を
持
つ

Ｐ
Ｓ
Ｎ
Ｐ
へ
と
移
り
変
わ
っ
て
き
た
。

そ
の
間
、
エ
チ
オ
ピ
ア
の
食
料
安
全

保
障
政
策
の
資
金
の
ほ
と
ん
ど
は
、
国

際
援
助
機
関
や
外
国
政
府
に
依
存
し
て

き
た
。
無
償
の
食
料
支
援
か
ら
Ｆ
Ｆ
Ｗ

／
Ｃ
Ｆ
Ｗ
へ
と
食
料
保
障
政
策
が
変
化

し
た
背
景
に
は
、
エ
チ
オ
ピ
ア
政
府
に

対
し
て
だ
け
で
な
く
、
Ｗ
Ｆ
Ｐ
の
よ
う

な
国
際
援
助
機
関
に
対
し
て
も
、
効
率

性
向
上
へ
の
圧
力
が
高
ま
っ
た
こ
と
が

挙
げ
ら
れ
る
。

ま
た
、
Ｐ
Ｓ
Ｎ
Ｐ
導
入
の
思
想
的
背

景
に
は
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
開
発
重
視
か

ら
個
人
／
世
帯
の
生
計
向
上
重
視
へ
と

い
う
方
向
転
換
が
あ
る
。
そ
こ
に
は
、

新
自
由
主
義
的
な
思
想
を
根
底
に
も
つ

開
発
援
助
政
策
が
世
界
的
な
主
流
に

な
っ
て
い
る
こ
と
が
影
響
し
て
い
る
と

い
え
よ
う
。

援
助
協
調
に
よ
っ
て
、
被
援
助
国
側

の
エ
チ
オ
ピ
ア
政
府
が
政
策
遂
行
に
あ

た
っ
て
主
導
権
を
発
揮
す
る
こ
と
が
で

き
る
よ
う
に
な
っ
た
が
、
こ
の
援
助
協

調
の
ア
イ
デ
ィ
ア
自
体
は
国
際
援
助
政

策
の
変
化
の
な
か
か
ら
生
ま
れ
た
も
の

で
あ
る
。し
か
し
、「
与
え
ら
れ
た
」オ
ー

ナ
ー
シ
ッ
プ
に
よ
っ
て
被
援
助
国
側
が

主
体
的
に
活
動
す
る
こ
と
で
、
援
助
内

容
に
影
響
を
与
え
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ

た
こ
と
を
考
え
る
と
、
援
助
側
と
被
援

助
国
側
の
間
の
相
互
作
用
が
働
い
て
い

る
と
考
え
ら
れ
る
。　
　
　

こ
の
よ
う
に
、
エ
チ
オ
ピ
ア
の
食
料

安
全
保
障
政
策
を
精
査
す
る
と
、
さ
ま

ざ
ま
な
政
策
伝
播
の
メ
カ
ニ
ズ
ム
が
働

い
て
い
る
と
い
え
る
。

ひ
と
つ
は
、
ド
ナ
ー
間
で
の
政
策
伝

播
で
あ
る
。
ド
ナ
ー
の
援
助
政
策
形
成

は
、
他
国
ド
ナ
ー
や
国
際
機
関
の
援
助

動
向
や
、
先
進
国
に
お
け
る
社
会
福
祉

政
策
の
動
向
に
影
響
を
う
け
る
。
多
く

の
援
助
機
関
が
、
ほ
ぼ
同
時
期
に
無
償

食
料
支
援
か
ら
Ｆ
Ｆ
Ｗ
へ
と
移
行
し
た

の
も
、
こ
の
メ
カ
ニ
ズ
ム
が
働
い
た
結

果
と
考
え
ら
れ
る
。

次
に
挙
げ
ら
れ
る
の
が
、
ド
ナ
ー
側

か
ら
エ
チ
オ
ピ
ア
へ
の
食
料
安
全
保
障

政
策
に
関
す
る
政
策
伝
播
で
あ
る
。
ド

ナ
ー
に
資
金
を
依
存
し
て
い
る
エ
チ
オ

ピ
ア
に
と
っ
て
は
、
ド
ナ
ー
側
か
ら
提

示
さ
れ
る
政
策
を
受
け
入
れ
ざ
る
を
え

な
い
と
い
う
点
で
は
、
強
制
の
メ
カ
ニ

ズ
ム
が
強
く
働
い
て
い
る
と
い
え
る
。

三
つ
目
は
、
被
援
助
国
側
で
あ
る
エ

チ
オ
ピ
ア
政
府
の
政
策
ア
イ
デ
ィ
ア
の

選
択
に
際
す
る
自
主
性
で
あ
る
。
近
年

の
被
援
助
国
側
の
オ
ー
ナ
ー
シ
ッ
プ
重

視
の
傾
向
の
な
か
で
、
エ
チ
オ
ピ
ア
政

府
も
主
体
的
に
食
料
安
全
保
障
政
策
を

立
案
す
る
こ
と
を
期
待
さ
れ
て
い
る
。

ド
ナ
ー
側
と
協
働
し
て
政
策
を
形
成
す

る
過
程
で
、
ド
ナ
ー
側
の
要
望
も
取
り

入
れ
つ
つ
エ
チ
オ
ピ
ア
政
府
が
政
策
を

主
体
的
に
立
案
で
き
る
と
い
う
意
味
で

は
、
こ
れ
ま
で
と
は
異
な
る
政
策
伝
播

の
メ
カ
ニ
ズ
ム
が
形
成
さ
れ
つ
つ
あ
る

と
い
え
よ
う
。

（
こ
だ
ま　

ゆ
か
／
ア
ジ
ア
経
済
研
究
所　

ア
フ
リ
カ
研
究
グ
ル
ー
プ
） 
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